
【帯磁率測定結果（ルートマップI）】

スケッチ（帯磁率測定結果加筆）

・ルートマップIの断層確認箇所において帯磁率測定を実施した結果，岩盤と堆積物の境界について，肉眼観察と概ね整合的な結果が得られた。

主せん断面

不明瞭な主せん断面
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○福浦断層南部の追加調査で確認した破砕部について，P.110の認定の考え方に基づき右下表 の破砕部を福浦断層と評価し，それ以外の破砕部については，い
ずれも福浦断層に対応しないと評価した（次頁～P.131）。

【福浦断層と評価した破砕部について】

福浦断層の性状一覧表

：追加調査で福浦断層と
評価した破砕部

福浦断層南部の調査結果
（シュミットネット下半球投影図）

福浦断層 A測線以北

福浦断層 南部（東側）

福浦断層 南部（西側）

福浦断層以外の破砕部
（性状一覧は次頁以降）

※：大坪川ダム右岸北道路法面は，上部（傾斜48°）と下部（傾斜72°）で走向・傾斜を計測しているが，
福浦断層全体の傾斜を反映していると考えられる下部（傾斜72°）の走向・傾斜を代表とした。

OS-4
FK-1

右岸北道路

FD-9

右岸南道路

ルートマップI

OS-3’

右岸トレンチ

No.43

No.18
No.85

No.73 No.12

No.11

No.20

No.7

No.3No.9

OS-2

No.33

FD-8

No.26

No.58

No.42

No.72

No.81

No.84

No.82

No.46

No.16

No.47

No.15
No.17

No.71No.74

No.80

No.5No.6

No.41

No.68

No.13No.36

No.48
No.83

No.57

No.78

No.62

No.55

No.31

No.51

No.39 No.14
No.19

No.56

No.38

No.34

No.24

No.2

No.28

No.50

No.45

No.29

No.61

No.49

No. 32

No. 67

No. 70

No. 54No. 25No. 40

No. 63

No. 66

No. 53
No. 77

No. 8

No. 75

No. 52

No. 65

No. 79

No. 30
No. 35

No. 37

No. 44No. 69

No. 21

No. 60

No. 64
No. 22

No. 23 No. 10

No. 59 No. 27

No.4

受堤北方尾根

断層a

N

No.86

No.87

No.88

No.89

No.90

No.76

No.91

No.92

No.93

No.94

OS-9
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福浦断層の走向・傾斜
（NS/70°W）と調和的
な破砕部（走向：
±30°，傾斜：±15°

福浦断層（西側）

名称
確認位置

確認深度（ｍ）
標高（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

粘土状破砕部
の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

反射法地震探査
C測線

CMP180付近 ― 約65度西傾斜 ― ― ―

大坪川ダム
右岸北道路

地表 EL35付近 N16W/48～72SW※ 6.5 1.5 ―

大坪川ダム
右岸トレンチ

地表 EL48付近 N2E/74NW 35 1.0 ―

大坪川ダム
右岸南道路

地表 EL43付近 N26W/60SW 20 2.0 ―

反射法地震探査
B測線

CMP100付近 ― 約75度西傾斜 ― ― ―

OS-9孔 17.08～17.18 EL43.47～43.40 N9E/63NW 4.0 ― 2.8

OS-3’孔 28.32～28.35 EL37.12～37.14 N10E/66NW 2.1 2.1 ―

OS-2孔 94.61～94.62 EL-10.99～-11.00 N21E/69NW 1.6 0.2 ―

ルートマップI 地表 EL50付近 N8E/60NW 10 1.0 ―

FD-8孔 55.80～55.88 EL8.79～8.84 N31W/79SW 8.0 0.5 ―

FD-9孔 14.70～14.76 EL36.68～36.73 N13W/64SW 6.0 ― 6.0

福浦断層（東側）

名称
確認位置

確認深度（ｍ）
標高（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

粘土状破砕部
の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

反射法地震探査
C測線

CMP120付近 ― 約65度西傾斜 ― ― ―

反射法地震探査
B測線

CMP160付近 ― 約80度西傾斜 ― ― ―

OS-4孔 40.60～40.63 EL26.71～26.73 N4W/55SW 2.2 ― ―

福浦断層 A測線以北

名称
確認位置

確認深度（ｍ）
標高（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

粘土状破砕部
の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

断層a 地表 EL62付近 N8W/60SW 5.0 2.0 ―

受堤北方尾根 地表 EL87付近 N2W/80SW 1.0 1.0 ―

FK-1 52.48～52.55 EL 57.37～57.32 N4W/69SW 6.5 1.0 ―

反射法地震探査
福浦測線

CMP380付近 ― 約75度西傾斜 ― ― ―

反射法地震探査
A測線

CMP1030付近 ― 約70度西傾斜 ― ― ―



【福浦断層以外の破砕部性状一覧①】
・福浦断層と走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。
・福浦断層と走向・傾斜が対応しない破砕部のうち，未固結な破砕部を伴うものについても，連続性の検討を行った。
・連続性の検討結果の詳細は，補足資料2.2-1（6）

OS-1孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

1 11.94～11.96 EL 43.25～43.23 測定区間外 2.0 － － ・未固結な破砕部を伴わない。

2 17.19～17.20 EL 39.53～39.53 N74W/20NE 1.9 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

3 33.61～33.63 EL 27.92～27.91 N17E/61NW 2.1 0.1 － ・隣接孔（OS-2孔 0.0～19.9m）に連続しない。

4 41.93～41.95 EL 22.04～22.03 N49W/9SW 1.9 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

5 42.04～42.06 EL 21.96～21.95 N1W/21SW 3.6 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

6 42.32～42.39 EL 21.77～21.72 N8W/13SW 7.3 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

7 54.86～54.94 EL 12.90～12.84 N15E/61NW 6.4 － 1.1 ・隣接孔（OS-2孔 13.8～33.8m）に連続しない。

8 74.38～74.77 EL -0.90～-1.18 N71E/83SE 21 － 19
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（FD-6孔 15.4～38.1m）に連続しない。

9 86.59～86.65 EL -9.54～-9.58 N18E/60NW 3.5 1.4 － ・隣接孔（OS-2孔 46.0～66.4m）に連続しない。

10 87.88～87.92 EL -10.45～-10.48 N50W/80SW 3.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

11 92.36～92.40 EL -13.62～-13.65 N1E/86NW 2.6 1.4 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-2孔 11.2～33.6m）に連続しない。

12 92.71～92.74 EL -13.87～-13.89 N4W/85SW 2.5 1.6 － ・隣接孔（OS-2孔 9.3～32.3m）に連続しない。

OS-2孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

13 24.91～24.94 EL 38.30～38.27 N35E/30NW 1.8 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

14 37.95～39.54 EL 29.08～27.95 N89E/74NW 68 －
3.2
2.8

・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（FD-6孔 32.5～32.8m）に連続しない。

15 80.71～80.77 EL -1.17～-1.21 N26W/40SW 6.4 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

16 91.84～91.90 EL -9.03～-9.07 N6W/40SW 5.4 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

17 97.63～97.66 EL -13.12～-13.15 N23W/35SW 3.6 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

OS-3孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

18 35.64～35.68 EL31.98～31.95 N21W/71SW 3.4 － －
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（OS-3’孔 3.3～11.2m）に連続しない。

OS-3’孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

19 29.87～30.13 EL36.05～35.86 N64W/83NE 15 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

20 42.80～42.82 EL26.91～26.89 N9E/76NW 1.6 － －
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（OS-4孔 0.5～11.0m）に連続しない。

OS-4孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

21 18.39～18.44 EL 42.44～42.40 N85E/57SE 4.0 － 4.0
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

22 18.70～18.79 EL 42.22～42.15 N73W/78SW 6.2 － 6.2
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。

23 19.02～19.06 EL 41.99～41.96 N56W/80SW 4.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

24 23.06～23.12 EL 39.13～39.09 N84W/13NE 5.8 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

25 38.39～38.42 EL 28.29～28.27 N56E/42SE 2.5 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

26 40.91～40.93 EL 26.51～26.50 N5W/48SW 3.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（FD-6孔 31.7～33.4m）に連続しない。

27 43.78～43.79 EL 24.48～24.48 N42W/89SW 1.2 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

28 44.40～44.41 EL 24.04～24.04 N36W/81NE 1.2 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

29 44.64～44.73 EL 23.87～23.81 N27W/80NE 7.4 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

30 45.02～45.05 EL 23.61～23.58 N85W/17SW 2.2 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

31 45.57～45.92 EL 23.22～22.97 N85E/80NW 14 1.8 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

32 46.89～47.10 EL 22.28～22.14 N13E/85SE 9.3 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。
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【福浦断層以外の破砕部性状一覧②】
・福浦断層と走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。
・福浦断層と走向・傾斜が対応しない破砕部のうち，未固結な破砕部を
伴うものについても，連続性の検討を行った。
・連続性の検討結果の詳細は，補足資料2.2-1（6）

OS-4孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

33 47.18～47.23 EL 22.08～22.04 N28E/66NW 3.2 － －
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（OS-11孔 64.7～70.0m）に連続しない。

34 47.71～48.16 EL 21.70～21.39 N58W/81NE 26 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

35 48.44～48.46 EL 21.19～21.17 N71W/16SW 1.2 1.2 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-2孔 63.7～100.0m）に連続しない。

36 48.82～48.88 EL 20.92～20.88 N49E/21NW 6.6 － 6.6
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-3’孔 34.1～57.9m）に連続しない。

37 49.41～49.48 EL 20.50～20.45 N60W/36SW 7.0 7.0 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。

38 49.67～49.71 EL 20.32～20.29 N60W/85NE 4.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

39 50.28～50.90 EL 19.89～19.45 N76W/77NE 33 3.4 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。

40 52.21～52.25 EL 18.52～18.49 N33E/64SE 1.2 － 1.2
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-11孔 57.9～65.9m）に連続しない。

41 58.64～58.79 EL 13.98～13.87 N11E/17NW 16 － 16
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。

42 60.89～61.12 EL 12.38～12.22 N36E/56NW 17 － 17
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-11孔 50.6～53.5m）に連続しない。

43 62.57～62.67 EL 11.20～11.13 N24W/73SW 10 － －
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（FD-3孔 16.3～25.8m）に連続しない。

44 62.84～62.87 EL 11.01～10.98 N78W/42SW 2.6 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

45 63.16～63.22 EL 10.78～10.74 N30W/87NE 3.8 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

46 63.35～63.38 EL 10.64～10.62 N51E/49NW 3.4 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

47 63.75～63.82 EL 10.36～10.31 N22W/40SW 4.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

48 65.15～65.18 EL 9.37～9.35 N56E/37NW 2.2 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

49 65.55～66.09 EL 9.09～8.71 N11W/85NE 30
0.4
10

－
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（F-1’孔 67.8～70.3m）に連続しない。

50 66.31～66.35 EL 8.55～8.52 N32W/84NE 4.0 4.0 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（FD-3孔 35.4～41.3m）に連続しない。

51 78.67～78.70 EL -0.19～-0.21 N86E/84NW 2.7 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

52 84.39～85.05 EL -4.23～-4.70 N76E/69SE 44 －
2.6
9.0

・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

53 85.17～85.35 EL -4.78～-4.83 N62E/77SE 12 － 12
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-5孔 23.1～33.6m，OS-6孔 29.2
～37.3m）に連続しない。

54 86.00～86.20 EL -5.37～-5.51 N71E/36SE 15 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

55 86.70～86.79 EL -5.87～-5.93 N84E/76NW 5.2 1.9 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

OS-4孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

56 89.66～89.70 EL -7.96～-7.99 N65W/86NE 3.5 0.3 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。

57 90.77～91.13 EL -8.74～-9.00 N75E/79NW 6.3 0.8 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

58 91.45～91.47 EL -9.22～-9.24 N10E/49NW 2.4 0.6 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（FD-3孔 0.0～19.5m）に連続しない。

59 91.95～92.83 EL -9.58～-10.20 N48W/77SW 72 1.0 6.9
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。

60 94.45～94.47 EL -11.35～-11.36 N86E/58SE 2.1 0.3 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

61 97.82～97.89 EL -13.73～-13.78 N24W/69NE 2.4 － 2.4
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（FD-3孔 0.0～35.6m）に連続しない。

62 98.52～98.58 EL -14.22～-14.27 N80E/88NW 2.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

63 99.49～99.55 EL -14.91～-14.95 N58E/72SE 5.4 － 5.4
走向・傾斜が福浦断層と異なり，大坪川ダム
基礎掘削面に連続しない。

64
100.46～
100.49

EL -15.60～-15.62 N84W/77SW 3.6 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

65
100.81～
100.86

EL -15.84～-15.88 N74E/50SE 5.1 1.4 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

66
106.03～
106.08

EL -19.53～-19.57 N58E/77SE 1.4 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

FD-8孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

67 48.88～48.96 EL 13.74～13.68 N22E/13SE 6.0 2.5 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-4孔 0～68.9m）に連続しない。

68 61.78～61.96 EL 4.61～4.49 N29E/22NW 12 1.5 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップFに連続しない。

FD-8’孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

破砕部は認められない

FD-9孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

69 19.44～19.52 EL 33.37～33.32 N89W/42SW 8.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

70 24.63～24.82 EL 29.70～29.57 N42E/17SE 13 1.0 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップHに連続しない。
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【福浦断層以外の破砕部性状一覧③】
・福浦断層と走向・傾斜が対応する破砕部は で示す。
・福浦断層と走向・傾斜が対応しない破砕部のうち，未固結な破砕部を
伴うものについても，連続性の検討を行った。
・連続性の検討結果の詳細は，補足資料2.2-1（6）

OS-11孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

71 13.59～13.63 EL 46.30～46.27 N30W/21SW 4.0 1.2 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-2孔 10.7～12.4m）に連続しない。

72 35.37～35.39 EL 30.90～30.89 N37E/58NW 2.6 0.6 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-3’孔 38.7～40.8m）に連続しない。

73 37.70～37.71 EL 29.25 N5W/72SW 1.1 － －
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（OS-2孔 35.3～35.9m）に連続しない。

74 40.95～40.96 EL 26.95 N31W/18SW 1.2 1.2 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-2孔 32.5～38.1m）に連続しない。

75 59.77～59.83 EL 13.65～13.60 N75E/77SE 5.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

76 60.77 EL 12.94 N12W/81SW 1.4 － 1.4 ・隣接孔（OS-2孔 46.1～50.0m）に連続しない。

77 61.44～61.54 EL 12.47～12.39 N64E/78SE 4.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

78 61.80～61.81 EL 12.21～12.20 N80E/74NW 1.4 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

79 65.14～65.55 EL 9.85～9.56 N82E/83SE 31 － 0.5
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・ルートマップIに連続しない。

FD-1孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

破砕部は認められない

FD-5孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

81 37.50～37.61 EL 10.66～10.59 N44E/68NW 7.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

FD-6孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

80 44.92～45.00 EL 21.20～21.14 N11W/19SW 7.5 － 7.5
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（F-1’孔 44.7～45.3m）に連続しない。

FD-7孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

82 21.40～21.56 EL 23.90～23.78 N52E/64NW 15 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

83 38.22～38.24 EL 12.00～11.99 N83E/29NW 3.0 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

84 41.02～41.39 EL 10.02～9.76 N50E/77NW 30 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

FD-2孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

破砕部は認められない

FD-3孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

破砕部は認められない

FD-4孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

破砕部は認められない

OS-9孔

No.
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

未固結な破砕部

福浦断層に対応しないと判断した根拠粘土状破砕
部の幅
（cm）

砂状・角礫状
破砕部の幅
（cm）

85 19.12～19.14 EL 42.03～42.02 N17W/82SW 1.4 － －
・未固結な破砕部を伴わない。
・隣接孔（OS-4孔：1.4～6.0m，OS-3’孔：51.9～
60.0m）に連続しない。

86 20.73～20.93 EL 40.89～40.75 N29W/79SW 15 2.0 －
・隣接孔（OS-4孔：6.5～10.1m，OS-3’孔：54.4
～60.0m）に連続しない。

87 53.38～53.40 EL 17.80～17.79 N75E/48SE 1.5 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

88 54.38～54.40 EL 17.10～17.08 N46W/80SW 1.5 0.7 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-4孔 31.5～37.4m）に連続しない。

89 55.42～55.50 EL 16.36～16.31 N30E/74SE 6.1
0.2
0.5

－
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-1孔）の想定延長範囲（56.3～
100.0m）に対応する破砕部が認められない。

90 61.51～61.53 EL 12.06～12.04 N19W/88SW 1.1 1.1 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・隣接孔（OS-4孔）の想定延長範囲（1.4～
18.6m）に対応する破砕部が認められない。

91 68.25～68.33 EL 7.29～7.23 N19E/16NW 5.7 － －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・未固結な破砕部を伴わない。

92 70.66～70.72 EL 5.59～5.54 N71E/57SE 5.4 － 5.4
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

93 71.04～71.06 EL 5.32～5.30 N53E/47SE 2.5 0.5 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。

94 79.63～79.67 EL -0.76～-0.79 N62E/71SE 4.0 0.7 －
・走向・傾斜が福浦断層と対応しない。
・大坪川ダム基礎掘削面に連続しない。
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福浦断層
北部

北端

志賀原子力
発電所

赤色立体地図

リニアメント・変動地形

大坪川ダム

福浦港

○大坪川ダム付近のLs地点～福浦港東部のLn地点までは，逆向きの低崖が直線的に連続して認められるが，福浦港東部のLn地点以北では逆向きの低崖等は認
められないことから，リニアメント・変動地形は判読されない。

2.2.1 (7) 福浦断層の端部 －北端付近の地形調査－

リニアメント・変動地形の北端付近拡大図

撓み状の地形

逆向きの低崖

逆向きの低崖

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

・変
動

地
形

を
判

読
し

た
区

間

逆向きの低崖等は
認められない右図範囲

直線状の谷

(Ln)

(Ls)

(Ln)
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【北端付近 地形断面図】福浦断層（北端）

段丘面分布図

地形断面図（H:V=1:2）

A

B

A’

B’

○大坪川ダム付近のLs地点～福浦港東部のLn地点までは，逆向きの低崖が連続して認められるが，福浦港東部のLn地点以北では逆向きの低崖及び撓み状
の地形は認められない（N1-N1’断面～N4-N4’断面）。

N1

N1’
N4

N3’

B B’

A A’

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形

N1 N1’

N4’N4

リニアメント・変動地形
北方延長位置

リニアメント・変動地形
A1 A1’

A1

A1’

逆向きの
低崖

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

（航空レーザ計測データにより作成）

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

N3’N3

N2’N2

N2’
N2

N3
N4’

拡大範囲
（次頁）

(Ls)

(Ln)
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撓み状の
地形

撓み状の
地形

逆向きの
低崖

逆向きの
低崖

撓み状の
地形



【北端付近 地形断面図（拡大）】福浦断層（北端）

N1

N1’

N4

N3’

N2’

N2

N3

N4’

地形図（航空レーザ計測により作成）

段丘面に認められる鞍部

リニアメント・変動地形（LB）

○リニアメント・変動地形の北方延長には，逆向きの低崖及び撓み状の地形は認められない。

○N1-N1’断面及びN3-N3’断面には，局所的に鞍部が認められるが，これらは北方・南方には連続しない。

○高位段丘面では開析が進んでおり，同様の鞍部は周辺の高位段丘面でも見られる。これらの鞍部は連続
しておらず，周辺の谷からの侵食等の影響により形成されたものと考えられる。

断層a

N1 N1’

N4’N4

N3’

N2’N2

標高（m）

標高（m）

（航空レーザ計測データにより作成）

100m0
200m0

A1’

A1 地形断面図（H:V=1:4）

鞍部が認められるものの，
逆向きの低崖，撓み状の地形は認められない。

鞍部が認められるものの，
逆向きの低崖，撓み状の地形は認められない。

鞍部は認められず，
逆向きの低崖，撓み状の地形も認められない。

逆向きの低崖，撓み状の地形
が認められる。

鞍部は認められず，
逆向きの低崖，撓み状の地形も認められない。

標高（m）

標高（m）

リニアメント・変動地形（LB）A1 A1’
標高（m）

※1

※1：断層aについては
次頁参照

←W E→

(Ln)

※2：谷に沿って崖が
認められる箇所があ
るが，空中写真判読
及び航空レーザ計
測により作成した地
形図によれば，平面
的に直線性・連続性
が認められず，逆向
きの低崖からなるリ
ニアメント・変動地形
は判読されない。

※2

※2

※2

※2

↓は地形面の傾斜の向きを示す。
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N3

リニアメント・変動地形
北方延長位置

撓み状の
地形

逆向きの低崖



：ルートマップ範囲

調査位置図

右図範囲福浦港

100m

（ルートマップC）

（ルートマップB）

福浦断層北端付近 調査位置図

（ルートマップA）

（ルートマップD）

県道福浦-中島線沿い
河床地表踏査

2.2.1 (7) 福浦断層の端部 －北端付近の地質調査－

〇リニアメント・変動地形が判読されない断層北方の福浦港東部において，表土はぎ調査（ルートマップA）を行った結果，断層aが認められた（P.136）。この断層aは，走向・傾斜及び変位センスが
福浦断層と調和的であること（P.136～139），南方の県道福浦-中島線沿いの河床に露頭が欠如する区間があることから，福浦断層の一部と評価した。

○その北方延長において表土はぎ調査（ルートマップD及びE）を行った結果，新鮮で堅硬な凝灰岩等の露頭が連続して分布し，断層aの北方延長位置も含めて，福浦断層に対応する断層は認め
られない（P.142，143）。

○したがって，断層aの北方延長位置において，断層が確実に認められないことを確認したルートマップDの表土はぎ箇所を福浦断層の北端と評価した。

○また，露頭観察結果を補強するような地質状況の検討を行うために，ルートマップD，E及びその周辺で地表踏査を行った結果，断層aの北方延長位置を挟んで地層境界がほぼ同じ高度で連続
し，地層境界のずれ等は認められない。このことは，ルートマップDの表土はぎ箇所を福浦断層の北端と評価したことと整合する（P.144）。

○なお，県道福浦－中島線の北東方に位置する谷及び鞍部にあたる地点においても，表土はぎ調査を行った結果，福浦断層から分岐する断層は認められない（P.151）。

（ルートマップE）

断層位置

推定区間

断層確認位置

県道福浦-中島線北東方
表土はぎ調査（谷及び鞍部）

断層a

福浦断層

北端
断層aの北方の高位段丘Ⅲ面には
逆向きの低崖等は認められない。

（前頁，N2-N2’断面）

段丘面調査結果は補足資料2.2-1（1）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡 例

：地表踏査による確認箇所

㉛

㉜

㉖

段丘面調査実施箇所

(Ln)

福

浦

断

層
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表土はぎ調査結果（ルートマップA）

N6°W/66°SW
密着

中粒凝灰岩の挟み

N22°W/64°NE
密着

2系統の節理群，密着

N2°E/66°NW
密着，固結シルト挟在

N24°W/70°SW
密着

細粒凝灰岩の挟み

N7°W/70°SW
密着

N7°E/68°NW
開口1mm

NS/70°W
不連続で網目状

N12°E/90°
密着

N45°W/78°SW
密着，固結シルト（厚さ5mm）挟在，
正断層，変位20cm

N60°W/84°NE
密着，正断層，変位10cm

軽石凝灰岩と細粒凝灰岩を挟む
層理が明瞭
N43°E/16°SE

細粒凝灰岩と火山
礫凝灰岩をレンズ
状に挟む

細粒凝灰岩と凝灰角礫
岩を層状に挟在
層理が明瞭
N80°E/16°SE

層理が明瞭
N34°E/8°SE

20m

60

70

80

80

70

リニアメント・変動地形
の北方延長

■リニアメント・変動地形延長の北方延長付近の岩盤状況
岩盤は主に凝灰岩～凝灰角礫岩からなり，いずれも新鮮で堅硬である。

写真①（リニアメント・変動地形北方延長付近）

← E W→

100m

表土はぎ調査 位置図

下記ルートマップ範囲

断層a NS/60°W
中央付近で膨縮する青灰色～灰色半固結粘土（最大厚さ2cm）を挟在
粘土は両端部ではフィルム状となり尖滅
粘土周辺の幅5cm程度の範囲で細片化した部分がレンズ状に認められる
鏡肌が認められるが条線は不明瞭
断層の変位センスは逆断層センスを示す

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

・表土はぎ調査（ルートマップA）の結果，断層が3箇所認められるものの，断層ａ以外は正断層センスを示し，福浦断層の逆断層センスとは整合しない。

・断層ａの走向・傾斜はNS/60°W，薄片観察から推定される変位センスは逆断層センスを示し，これらは福浦断層と調和的である（次頁～P.139）。

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

← Ｗ Ｅ →

断層a

1m0

断層a

断層a 写真（近景）断層a スケッチ

上流
（下盤）

下流
（上盤）

火山礫
凝灰岩

火山礫
凝灰岩

下盤上盤

← ＷＥ →

断層a(NS/60°W)

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(7)

【表土はぎ調査（ルートマップＡ）】

福浦断層

福浦断層（北端）
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【ブロック観察，CT画像解析（断層a）】福浦断層（北端）

上

下

断層a写真

Ｅ →

断層a（NS/60°W）

1m0

上流
（下盤）

下流
（上盤）

← Ｗ

上流
（下盤）

下流
（上盤）

Ｅ →← Ｗ

断層a

断層a拡大写真
（ブロック採取用に断層a周辺を斫った後）

ブロック採取箇所

・ルートマップAで認められる断層aの性状を確認するために，露頭からブロックを採取し，ブロックでのCT画像観察及びブロックから90°R※の方向で作成した薄片観察
（次頁，次々頁）を実施した。

・CT画像解析の結果，試料中央部のやや下盤側に幅0.5～1cmの低密度部が認められ，低密度部の下盤側境界の比較的連続性のよい面を主せん断面として抽出した。

W →← Ｅ

ブロック写真

上

下

W →← Ｅ

CT画像

主せん断面

主せん断面

次頁薄片作成箇所

上流
（下盤）

下流
（上盤）

上流
（下盤）

下流
（上盤）

右上拡大範囲

1cm

1cm

CT画像解析結果
・試料中央部のやや下盤側に幅0.5～1cmの低密度部

が分布する。
・低密度部を境する面は，上盤側・下盤側共に緩く湾曲

している。連続性は下盤側境界の方が比較的よい。
・変位センスは不明。

走向
NS

傾斜60°W

観察面

概念図

※FK-1孔の条線データ（71°R）や大坪川ダム右岸トレンチの
条線データ（100°R）など，福浦断層のいずれの地点の条
線データも概ね高角であることから，本地点においても高角
（90°R）で薄片を作成した。

レイク（90°）

0°

断層面
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P.107 再掲

137



【薄片全体観察（断層a）】福浦断層（北端）

・断層aの主せん断面において，90°Rの方向で薄片を作成した。

・薄片観察の結果，断層ガウジ中に認められる粘土鉱物の定向配列（P面）や，これらの配列を切断する微細な割れ目（R1面）から，逆断層センスが推定される（次頁）。

10mm

上
盤

下
盤

上

下

断層角礫火山礫凝灰岩 火山礫凝灰岩

上

下

断層角礫

断層ガウジ

火山礫凝灰岩 火山礫凝灰岩

（単ニコル） （直交ニコル）

薄片写真（断層a_90R）

断層ガウジ

：Y面（点線は延長位置）
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【薄片詳細観察（断層a）】福浦断層（北端）

10mm

上

下

断層角礫 断層ガウジ火山礫凝灰岩 火山礫凝灰岩

（直交ニコル）

上
盤

薄片写真（断層a_90R）

1mm
1mm

下
盤

火山礫凝灰岩断層ガウジ

火山礫凝灰岩断層ガウジ

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

：Y面（点線は延長位置）

：P面

：R1面

上
盤

下
盤

見かけ上盤側上がり

せん断センスを示す複合面構造
（狩野・村田（1998）に加筆）
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表土はぎ調査結果（ルートマップB）

N12°E/70°NW
密着

N20°E/76°NW
固結シルト(厚さ2cm)挟在，正断層，
変位20cm

NS/80°W
密着

N10°W/80°SW
密着

N5°W/60°SW
密着

細粒安山岩岩脈
冷却節理発達

N28°W/70°SW
密着

N10°W/64°SW
密着

NS/90°
密着

N2°E/74°NW
密着

N74°W/80°SW
密着

N27°E/90°
密着

中粒凝灰岩の挟み
層理面が明瞭
N40°E/4°SE

NS/65°W
密着

N16°W/87°NE
密着

N42°W/73°NE
固結シルト挟在

中粒凝灰岩
層理が明瞭
N82°E/48°NW

多亀裂部
樹根侵入し，開口

細粒凝灰岩
レンズ状に挟在

NS/90°の節理が
平行に分布

下位は細～中粒凝灰岩
層理面が認められる
N43°E/16°SE

80

70

60
50

50

60

4030

表土はぎ調査 位置図

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）
：断層

：岩相境界

20m

・表土はぎ調査（ルートマップB）の結果，断層が1箇所認められるものの，正断層センスを示し，福浦断層の逆断層センスとは整合しない。

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(7)

【表土はぎ調査（ルートマップB）】

100m

下記ルートマップ範囲

福浦断層（北端）

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）
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表土はぎ調査結果（ルートマップC）

N40°E/70°NW
密着

小節理密集

N8°E/79°SE
1mm開口

NS/86°E
密着

細亀裂

20m

30 40
40 30

20

表土はぎ調査 位置図

：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

・表土はぎ調査（ルートマップＣ）の結果，本調査範囲内には断層は認められない。

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(7)

【表土はぎ調査（ルートマップC）】

100m

右記ルートマップ範囲

福浦断層（北端）

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）
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：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界

表土はぎ調査結果（ルートマップD）

N85°E/67°NW
1mm開口

N24°E/72°SW
密着，固結シルト挟在

N14°E/58°SW
密着，固結シルト挟在

N8°W/73°NE
密着

N82°E/81°NW
密着

分岐節理群

N12°W/76°SW
密着

NS/80°W
密着

EW/80°N
1mm開口

N50°W/58°NE
1mm開口

細粒凝灰岩の挟み

N60°E/60°SE
平行，網目状節理群
固結シルト挟在

N24°E/79°NW
密着

N27°E/76°NW
左岸で密着

N26°E/82°NW
左岸で密着

N18°E/65°NW
4cm開口

N70°E/68°NW
密着

N7°E/35°NW
密着，固結シルト挟在

細粒凝灰岩の挟み

N5°W/72°SW
上部で開口，下部で密着

N15°E/70°NW
密着

N10°W/70°NE
密着

層理あり

20m

60

70

80

90

70

80

50

リニアメント・変動地形
の北方延長

断層aの
北方延長

写真①（リニアメント・変動地形北方延長付近）

← NW SE→

写真②（断層a北方延長付近）

← E W→：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

・表土はぎ調査（ルートマップD）の結果，断層aの北方延長位置に断層は認められず，本調査範囲内には断層は認められない。

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(7)

【表土はぎ調査（ルートマップD）】

100m

表土はぎ調査 位置図

下記ルートマップ範囲

福浦断層（北端）

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）
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：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

・ルートマップA（P.136）で認められた断層aの北方延長について，前頁のルートマップDからさらに西側に範囲を拡げて実施した表土はぎ調査・地表踏査（ルー
トマップE）の結果，本調査範囲内には断層は認められない。

【表土はぎ調査・地表踏査（ルートマップE）】

下記ルートマップ範囲

福浦断層（北端）

表土はぎ調査 位置図

100m

断層a(NS/60°W)

福浦断層

20m

表土はぎ調査結果（ルートマップE）

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(7)

ルートマップD
重複区間

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界

節理.N72°W/74°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N6°W/68°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N45°W/38°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N54°W/64°NE
1cm開口、鏡肌・挟在物なし。

節理.N28°W/76°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N28°E/62°SE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N2°W/68°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N6°W/45°SW
開口、鏡肌・挟在物なし。

節理.N60°W/56°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N14°W/46°SW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N32°E/54°NW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N12°W/82°NE
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N36°E/62°NW
密着、鏡肌・挟在物なし。

節理.N72°E/28°NW
数mm開口、鏡肌・挟在物なし。

N15°E/70°NW
密着

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）
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【地表踏査（ルートマップD，E及びその周辺）（追加調査）】福浦断層（北端）

・ルートマップD，Eで実施した表土はぎ調査，地表踏査（前頁，前々頁）に加え，追加で地表踏査による地質データの取得を行い，地層境界の連続性の確認等，露頭観
察結果を補強するような地質状況の検討を行った。

・ルートマップD，E及びその周辺の地質は別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩からなり，凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，凝灰岩が分布し，ごく一部に泥岩を伴う。これらは
岩相分布の特徴から，岩相変化の多いⅠ層と岩相変化の少ないⅡ層に区分される。 Ⅰ層は凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，凝灰岩を主体とし泥岩を伴う互層，Ⅱ層は
凝灰岩を主体とし火山礫凝灰岩を伴う均質な地層である。

・地表踏査の結果，Ⅱ層は断層aの北方延長位置を挟んで谷底付近に連続して分布し，断層は認められない。また，Ⅰ層とⅡ層の地層境界は，断層aの北方延長位置
を挟んでほぼ同じ高度で連続している。

・また，断層aの北方延長位置付近で認められる層理の東西方向の傾斜はほぼ水平～22°東傾斜であり，福浦断層北方付近の広域的な地層の傾斜（10°～22°東
傾斜）と概ね一致し，断層aの北方延長位置に近づくにつれて層理が急傾斜となる傾向は認められない。

地表踏査結果（ルートマップD，E）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

右ルートマップ範囲

表土はぎ調査 位置図

100m

断層a(NS/60°W)

福浦断層

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

N44°W/22°NE

N88°W/6°NE
N74°W/8°NE

N48°E/20°SE

N10°W/18°NE

N64°W/6°SW

N44°W/8°SW

断層aの北方延長

○ルートマップD，Eにおいて，断層aの北方延長位置を挟んでⅠ層とⅡ層の境界はほぼ同じ高度で連続しており，地層境界のずれ等は認められない。このことは，
ルートマップDの表土はぎ箇所を福浦断層の北端と評価したことと整合する。
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【地層区分の考え方（追加調査）】福浦断層（北端）

・当該地域の地質は別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩からなり，凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，凝灰岩が分布し，ごく一部に泥岩を伴う。

・これらは岩相分布の特徴から，岩相変化の多いⅠ層と岩相変化の少ないⅡ層に区分される。

・Ⅰ層は凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，凝灰岩を主体とし泥岩を伴う互層，Ⅱ層は凝灰岩を主体とし火山礫凝灰岩を伴う均質な地層である（次頁）。

表土はぎ調査結果（ルートマップD，E）
（2021年11月現地調査以前のデータ）

地表踏査結果（ルートマップD，E及びその周辺）
（2021年11月現地調査以降のデータ）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

Ⅰ層 Ⅱ層

・凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，凝灰岩を
主体とし泥岩を伴う互層

・一部に層理が認められる

・凝灰岩を主体とし火山礫凝灰岩を伴う
均質な地層

・層理が認められない

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

右下地表踏査範囲

福浦断層北端付近 調査位置図

100m

断層a(NS/60°W)

福浦断層

（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

右上ルートマップ範囲

Tf

Tb

TbとTf
の互層

TfとMsの互層

Tb：凝灰角礫岩
Lp：火山礫凝灰岩
Tf：凝灰岩
Ms：泥岩

Tf

Tf Tf
Tf

Tf Tf

Tf Tf Tf Tf
Tf

Tf

Tf

Tf

Tf

Tb

Tf
Tf Tf

Tb Lp

Tb

TbとTf
の互層 TbとTfの互層

TbとTfの互層

Tb

Tb，Tf，Ms
の互層

TbとTf
の互層

Tb，Tf，Ms
の互層

TfとMs
の互層

TbとTf
の互層

LpとMs
の互層

Tb，Lp，Tfの互層

LpとMsの互層

TbとTfの互層

Tb，Lp，Tfの互層

TbとTfの互層

LpとMsの互層

TbとLpの互層

TbとLp
の互層

Tb

LpとMs
の互層

TbとLpの互層

右図範囲

位置図

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：節理（不明瞭なものは点線表示）

：岩相境界
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【Ⅰ層とⅡ層の例（追加調査）】福浦断層（北端）

地表踏査結果（ルートマップD，E及びその周辺）
（2021年11月現地調査以降のデータ）

写真③撮影方向

写真④撮影方向

写真②
（凝灰角礫岩と凝灰岩の互層）

写真③
（凝灰岩）

写真④
（火山礫凝灰岩）

【Ⅱ層の例】

← NE SW → ← NW SE →

【Ⅰ層の例】

写真①撮影方向

← W E →

写真②撮影方向

← W E →

層理

写真①
（凝灰角礫岩と凝灰岩の互層）

Ⅰ層

Ⅱ層

・凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩，凝灰岩を
主体とし泥岩を伴う互層

・一部に層理が認められる

・凝灰岩を主体とし火山礫凝灰岩を伴う
均質な地層

・層理が認められない
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【地質図，地質断面図（追加調査）】福浦断層（北端）

・追加で実施した地表踏査の結果，Ⅱ層は断層aの北方延長位置を挟んで谷底に連続して分布し，断層は認められない。

・また，Ⅰ層とⅡ層の地層境界は，断層aの北方延長位置を挟んでほぼ同じ高度で連続している。

地質断面図

地質図（ルートマップD，E及びその周辺）

断層aの北方延長位置

← W E →
断層aの北方延長位置 断層aの北方延長位置

← W E →

N44°W/22°NE

N88°W/6°NE
N74°W/8°NE

N48°E/20°SE

N10°W/18°NE

N64°W/6°SW

N44°W/8°SW
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【層理の走向・傾斜についての検討（追加調査）】福浦断層（北端）

・追加で実施した地表踏査の結果，7地点で層理が認められ，これらの東西方向の傾斜はほぼ水平～22°東傾斜であり，福浦断層北方付近の広域的な地層の傾斜
（10°～22°東傾斜）と概ね一致する。

・また，断層aの北方延長位置に近づくにつれて層理が急傾斜となる傾向は認められない。

地表踏査結果（ルートマップD，E）

N44°W/22°NE

N88°W/6°NE N74°W/8°NE

N48°E/20°SE

N10°W/18°NE

N64°W/6°SW

N44°W/8°SW

断層aの北方延長

写真⑧撮影方向

写真⑨撮影方向

写真⑩撮影方向

写真⑪撮影方向

写真⑦撮影方向写真⑥撮影方向

写真⑤撮影方向

層理：N74°W/8°NE

層理：N88°W/6°NE

層理：N44°W/22°NE

← W E →← SW NE →← W E →

写真⑤ 写真⑥ 写真⑦

← E W →

層理：N48°E/20°SE
層理：N10°W/18°NE

層理：N64°W/6°SW

層理：N44°W/8°SW

← SE NW → ← E W → ← SE NW →

写真⑧ 写真⑨ 写真⑩ 写真⑪

地質図

N12°E/22°SE

右図範囲

N20°W/10°NE

N4°E/14°SE

N40°E/12°SE

N10°E/15°SE
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【（参考）岩盤中の脈状部のXRD分析結果（追加調査）】福浦断層（北端）

・ルートマップDの凝灰岩中に認められる脈状部及びその周辺の母岩でXRD分析を行った結果，脈状部では周辺の母岩とほぼ同じ種類の鉱物が検出された。

・脈状部は周辺の母岩と比べて，相対的に斜長石が少なくスメクタイトが多いことから，母岩中で比較的強く変質を被った箇所であると推定した。

←E W→

写真⑫※

下近接写真

地表踏査結果（ルートマップD，E及びその周辺）
（2021年11月現地調査以降のデータ）

写真⑫撮影方向

XRD分析実施箇所

No.01
No.02

No.03

←E W→

・回折チャート（不定方位，定方位，EG処理）については補足資料2.2-1(8)

近接写真

※写真⑫の範囲はⅠ層に該当する。
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県道福浦－中島線沿い河床地表踏査結果（ルートマップ）

【県道福浦－中島線の北東方の谷地形に関する調査結果】

○福浦断層から分岐する断層の有無について確認するため，下図の範囲において，地表踏査を実施した。

○逆向きの低崖等からなるリニアメント・変動地形の北端（Ln地点）より北東方に，谷及び鞍部が分布している。この谷及び鞍部にあたる位置において，表土はぎ調査
を行った結果，福浦断層から分岐する断層は認められない。

福浦断層（北端）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰb面

：高位段丘Ⅱ面

：高位段丘Ⅲ面

凡例

：地表踏査による確認箇所

表土はぎ調査 位置図

100m

断層a(NS/60°W)

福浦断層

県道福浦-中島線北東方
表土はぎ調査（詳細は次頁）

鞍部

谷

福
浦
断
層

右記ルートマップ範囲

：別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩
：別所岳安山岩類 凝灰岩（粗粒～細粒）

凡例

：断層箇所（長線は走向，矢印は傾斜方向を示す）

：節理の走向・傾斜

：層理の走向・傾斜

・右図範囲内の県道福浦-中島線沿い河床における
発電所建設時の地表踏査データについては，補足
資料2.2-1(9)。

(Ln)
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【県道福浦－中島線北東方 表土はぎ調査結果（全景写真・スケッチ）】

福浦断層（北端）

表土はぎ調査箇所

鞍部

位置図

谷

100m

表土はぎ調査箇所 全景写真

リニアメント・変動地形

凹凸する侵食面

割れ目（N32°W/58°SW）

層理（N26°E/24°SE）

・県道福浦－中島線の北東方に位置する谷及び鞍部にあたる地点において，
表土はぎ調査を行った結果，福浦断層から分岐する断層は認められない。

（次頁）

（次頁）

（次頁）
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【県道福浦－中島線北東方 表土はぎ調査結果（拡大写真）】

福浦断層（北端）

写真1 露頭東側に分布する割れ目
（上：割れ目を加筆，下：加筆なし）

不規則に凹凸し，下部で不明瞭となる。
走向・傾斜はN32°W/58°SW

写真2 火山礫凝灰岩と凝灰岩の境界の層理
（上：岩層境界を加筆，下：加筆なし）

走向・傾斜はN26°E/24°SE
やや波曲する。

写真3 凝灰角礫岩による下位層の削り込み
（上：岩層境界を加筆，下：加筆なし）

侵食面は凹凸する。

S60°E→←N60°W S60°E→←N60°W S60°E→←N60°W
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福浦断層
南部

志賀原子力
発電所

赤色立体地図

リニアメント・変動地形

大坪川ダム

福浦港

○大坪川ダム右岸及び大坪川ダム左岸では，逆向きの低崖等が直線的に連続して認められるが，大坪川ダム付近のLs地点以南では逆向きの低崖等は認められない
ことから，リニアメント・変動地形は判読されない。

2.2.1 (7) 福浦断層の端部 －南端付近の地形調査－

リニアメント・変動地形の南端付近拡大図

志賀原子力発電所

逆向きの低崖

緩く湾曲する谷

逆向きの低崖

右図範囲

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

・変
動

地
形

を
判

読
し

た
区

間

逆向きの低崖は
認められない

緩く湾曲する谷

逆向きの低崖

東側への傾斜

逆向きの低崖

鞍部

(Ls)

(Ls)

(Ln)

大坪川ダム
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【南端付近 地形断面図】福浦断層（南端）

段丘面分布図

C

C’

D

D’

○大坪川ダム右岸及び左岸のリニアメント・変動地形を判読した区間では，逆向きの低崖が連続して認められるが，大坪川ダム付近のLs地点以南では逆向きの
低崖等は認められない（S1-S1’断面，S2-S2’断面）。

S1

S1’

S2

S2’

C C’
リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形

S1 S1’

S2 S2’

地形断面図（H:V=1:2）

C C’

湖

拡大範囲
（次頁）

リニアメント・変動地形

C1

C2

C1

C2

凡 例

［リニアメント・変動地形］［段丘面］

（航空レーザ計測データにより作成）

←SW NE→

←SW NE→

←SW NE→

←WSW ENE→

(Ls)

(Ln)

大坪川ダム

D D’
←WSW ENE→
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逆向きの
低崖

逆向きの
低崖

逆向きの
低崖

東側への
傾斜

リニアメント・変動地形
南方延長位置



【大坪川ダム周辺 地形断面図（拡大）】福浦断層（南端）

段丘面分布図

D D’

地形断面図（H:V=1:4）

D

D’C

C’

0 200m

リニアメント・変動地形

湖

大坪川
ダム

S1

S1’

S1 S1’

C C’
リニアメント・変動地形

凡 例

［リニアメント・変動地形］［段丘面］

湖

（航空レーザ計測データにより作成）

東側への傾斜(LD)の延長位置

緩く湾曲する谷

←WSW ENE→

←SW NE→

←SW NE→

60

40

20

60

40

20

60

40

20

60

40

20

60

40

20

60

40

20

標高(m)

標高(m)

標高(m)

○大坪川ダム右岸において，Dランクのリニアメント・変動地形を判読した逆向きの低崖の南方延長において，高位段丘Ⅰb面に東側への傾斜が認められる（C-C’断面）。

○大坪川ダム左岸において，緩く湾曲する谷及び逆向きの低崖が認められ，谷の西側の高位段丘Ⅰb面には東側への傾斜は認められないが，福浦断層の上盤側（南西側）の段丘面標高が下
盤側（北東側）に比べてやや高くなる（D-D’断面）。

○さらに南方延長に分布する高位段丘Ⅰa面は，海側に向かって緩やかに傾斜しており，リニアメント・変動地形の南方延長に逆向きの低崖等は認められない（S1-S1’断面）。
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逆向きの低崖(LC)
の延長位置

大坪川ダム建設以前の地形
（空中写真により作成）

東側への傾斜

逆向きの低崖

リニアメント・変動地形
南方延長位置



福浦断層
（東側）福浦断層

（西側）

OT-2OT-3

（ルートマップH）

FD-1

FD-2

FD-4
FD-7

100m0

FD-5

2.2.1 (7) 福浦断層の端部 －南端付近の地質調査－

位置図

右図
範囲

大坪川ダム

高位段丘Ⅰ面

：Ⅰb面

：Ⅰa面

：表土はぎ調査

：群列ボーリング

：斜めボーリング

緑色は第1回現地調査以降に実施した
調査

凡 例

：断層位置
推定区間

：断層確認位置

○大坪川ダム左岸において実施したボーリング調査（FD-8，9孔）により確認した福浦断層（西側）の南方延長において，表土はぎ調査（ルートマップF，G）を実施した結果，岩盤には福浦断層に
対応する断層は認められず（P.157～168），群列ボーリング調査の結果，岩盤上面はほぼ水平である（P.169）。群列ボーリング調査地点で実施した斜めボーリング調査（FD-1孔，FD-2孔）の
結果，破砕部は認められない（P.170，171）。

○また，ルートマップFの西方で実施した斜めボーリング調査（FD-4孔，FD-5孔，FD-7孔）の結果，福浦断層に対応する破砕部は認められない（P.172～174）。
○さらに南方に分布する中位段丘Ⅰ面及び高位段丘Ⅰa面の旧汀線高度ないし段丘面内縁標高は，ほぼ同じ高度で連続し（P.175，176），反射法地震探査においても，福浦断層に対応する断層

は認められない（P.177～180）。
○したがって，断層の南方延長位置において，福浦断層に対応する断層が認められないことを確認したルートマップFの表土はぎ箇所を福浦断層の南端と評価した。
○なお，大坪川ダム左岸において，活断層研究会（1991）が示した活断層の推定位置にあたる谷地形の延長位置で実施した表土はぎ調査（ルートマップH）の結果，福浦断層から分岐する断層

は認められない（P.119）。

紫字：第1064回審査会合以降の変更箇所

反射法地震探査測線

福浦断層南端付近 調査位置図

福浦断層の南端

［リニアメント・変動地形］

（ルートマップF）

（ルートマップG）

福

浦

断

層

：反射法地震探査（陸域）

：反射法地震探査（湖内）

：段丘面に認められる鞍部

：反射法地震探査での
断層確認位置

福浦断層（東側）
の南端

福浦断層（西側）
の南端

(ルートマップI)
（P.111）

第1064回審査会合 資料1
P.126 一部修正
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ボーリングによる確認箇所
（P.169）

土壌
弱いトラ斑あり

安山岩（角礫質）
変質を受け灰白色から褐灰色を呈する
灰色の安山岩が角礫状に残存する箇所あり

安山岩（均質）
暗灰色を呈する
不規則な節理に沿って，モザイク状の
岩塊を縁取るように白色に変質する

安山岩（均質）
強く変質を受け赤褐～黄褐色
を呈する

安山岩（均質）
強く変質を受け灰白～褐色を呈する
モザイク状に径5～40㎝で角礫化する

安山岩（角礫質）
全体に褐色を呈し，基質は軟質で
あり，径5～50cmの礫状部を含む
礫状部は灰色を呈し，亜角形でや
や硬質

断層①
N84°W/66°NE
厚さ1～1.5cmの黄灰色粘土を伴う
上盤側の礫状部が引きずられるように
変形している
条線，鏡肌なし

N48°W/66°NE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N62°W/72°NE
節理に沿って灰色を呈する
条線，鏡肌なし

N5°E/60°NW
節理に沿って褐色を呈し，境界は漸移的
条線，鏡肌なし

N74°E/68°SE
N62°E/62°SE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N58°E/82°SE
N44°E/84°SE
赤褐灰色流入粘土
条線，鏡肌なし

【表土はぎ調査（ルートマップF）1/2】福浦断層（南端）

第1064回審査会合 資料1
P.127 一部修正
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表土はぎ調査 位置図

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(10)

：別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

：土壌
：盛土，崩土

：別所岳安山岩類 安山岩（均質）

表土はぎ調査結果（ルートマップF（西部））

20m0

○ルートマップFにおいて表土はぎ調査を実施した結果，別所岳安山岩類の安山岩（均質），安山岩（角礫質），火山礫凝灰岩が分布し，断層が4箇所（本頁，次頁）で認められる。

○これらの断層は，いずれも走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

安山岩（角礫質）
全体に黄褐～褐色を呈し，径5～40cm
の礫状部を含む
礫状部は暗灰色を呈し，亜角形でや
や硬質

径60cmの礫状部

径100cmの安山岩亜角礫
灰色を呈し，縁辺部が赤褐色

安山岩（均質）
不規則な節理に沿って，
モザイク状の岩塊を縁取
るように白色に変質する

安山岩（均質）
強く変質を受け
灰白色を呈する

厚さ0～15ｃｍで膨縮する
円弧状の白色変質部

EW/90°
板状節理

コメントNo.41の回答

福浦断層南方延長位置

第2回現地調査における「ルートマップにおいて，
岩相分布や破砕部等に関する地質学的記載を
充実させること」との指摘を踏まえて，ルートマッ
プFの再観察を行い，断層や節理，岩相区分等
に関する地質学的記載を充実させた。

紫字：第1064回審査会合以降の追記箇所

100m0

（ルートマップF）

（ルートマップG）

右記ルートマップ範囲



・ルートマップFにおいて，表土はぎ調査を実施した結果，
福浦断層に対応する断層は認められない。

【表土はぎ調査（ルートマップF）2/2】福浦断層（南端）
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断層④
N86°E/88°SE
断片化した白色脈を含む厚さ10～30cm
の破砕部を伴う
一部に厚さ1cmの灰色粘土を狭在する
が連続しない
条線，鏡肌なし

N84°E/68°NW
厚さ4～8cmの硬質な白色鉱物脈

N58°E/48°NW
条線，鏡肌なし

N80°E/36°NW
不明瞭な節理に沿って
白色を呈する
条線，鏡肌なし

N35°E/80～90°SE
厚さ10～20cmでやや硬質な白色変質部
白色変質部は，黒色被膜の沈着する微細
な節理によって角礫化する
条線，鏡肌なし

N60°E/60～70°NW
連続性に乏しい節理に沿って
白色を呈する

N20°E/42°SE
波曲する不明瞭な節理
に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

火山礫凝灰岩
変質しており，黄褐色の基質に暗灰，灰，
赤褐色で礫径が5～30cmの安山岩亜角
～亜円礫を含む
礫の周囲に沿って白色を呈する

安山岩（角礫質）
変質し黄褐～白色を呈する
一部で礫状部が残存する

安山岩（角礫質）
変質しており黄褐色を呈するが，周囲より
やや硬質
径30～40cmの礫状部を含む
礫状部は灰～暗灰色を呈し，亜角～亜円形

安山岩（角礫質）
変質しており，黄灰～灰白色を呈し，径
10～60cmの礫状部を含む
礫状部は青灰色を呈し，亜角～亜円形

40

45

35

径100cm程度の礫状部を多く含む
礫状部は灰～暗灰色を呈する

N20°E/52°NW
径100㎝程度の安山岩礫の縁に
沿う節理あり
不規則に波曲する節理に沿って
白色を呈する
条線，鏡肌なし

N62°E/70～80°NW
厚さ10～30ｃｍで膨縮する白色変質部

N58°E/38°NW
白色部と黄褐色部の境界に流動状の構造あり
条線，鏡肌なし

断層③
N26°E/78°SE
黄褐色粘土を厚さ0～1.5cmで狭在し，
厚さ0～25cmで角礫状の破砕部を伴う
南側で不明瞭となる
条線，鏡肌なし

断層②
N24°E/78°SE
灰色粘土を厚さ0～1cmで狭在し，厚さ0～20cm
で膨縮する砂～角礫状の破砕部を伴う
条線，鏡肌なし

表土はぎ調査結果（ルートマップF（東部））

20m0

安山岩（角礫質）
変質しており，黄灰色を呈し，
径10～40cmの礫状部を含む
礫状部は褐灰～暗灰色を呈し
亜角～亜円形

安山岩（角礫質）
変質しており，黄灰～灰白色を呈し，
径10～100cmの礫状部を含む
礫状部は灰色を呈し，亜角～亜円形

火山礫凝灰岩
変質しており，黄褐色の基質に暗
灰，灰，赤褐色で礫径が5～20cm
安山岩亜角～亜円礫を含む

コメントNo.41の回答

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(10)

表土はぎ調査 位置図

100m0

（ルートマップF）

（ルートマップG）

右記ルートマップ範囲

第1064回審査会合 資料1
P.127 一部修正

：別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

：土壌
：盛土，崩土

：別所岳安山岩類 安山岩（均質）



【ルートマップFで認められた断層①の詳細観察結果】福浦断層（南端）

159

コメントNo.41の回答

福浦断層南方延長位置

断層①確認箇所
（下露頭写真位置）

ルートマップF（西部）位置図

○ルートマップFにおいて，走向・傾斜がN84°W/66°NEの断層①が認められる。

○断層①は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

拡大写真
（上：加筆なし，下：解釈線加筆）

露頭写真

露頭スケッチ

右拡大写真範囲

断層①



【ルートマップFで認められた断層②の詳細観察結果】福浦断層（南端）
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コメントNo.41の回答

ルートマップF（東部）位置図

○ルートマップFにおいて，走向・傾斜がN24°E/78°SEの断層②が認められる。

○断層②は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

断層②確認箇所
（右露頭写真位置）

断層②
断層③

下拡大写真範囲

露頭写真

露頭スケッチ

←S N→←S N→

拡大写真（左：加筆なし，右：解釈線加筆）



【ルートマップFで認められた断層③の詳細観察結果】福浦断層（南端）

161

コメントNo.41の回答

ルートマップF（東部）位置図

○ルートマップFにおいて，走向・傾斜がN26°E/78°SEの断層③が認められる。

○断層③は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

断層②
断層③

断層③確認箇所
（右露頭写真位置）

露頭写真

露頭スケッチ

←S N→ ←S N→

下拡大写真範囲

拡大写真（左：加筆なし，右：解釈線加筆）



断層④

露頭写真 露頭スケッチ

下拡大写真範囲

【ルートマップFで認められた断層④の詳細観察結果】福浦断層（南端）

162

コメントNo.41の回答

ルートマップF（東部）位置図

○ルートマップFにおいて，走向・傾斜がN86°E/88°SEの断層④が認められる。

○断層④は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

断層④確認箇所
（右露頭写真位置）

走向 走向
走向

拡大写真（左：加筆なし，右：解釈線加筆）



【表土はぎ調査（ルートマップG）1/2】福浦断層（南端）

163表土はぎ調査結果（ルートマップG（南西部））

20m0

安山岩（均質）
やや硬質で灰色を呈する
不規則な節理に沿って褐色を呈する

N0～10°W/40°SW
板状節理

N2°W/48°SW
節理に沿って褐色を呈する
条線，鏡肌なし

安山岩（均質）
灰～暗灰色を呈する
不規則な節理に沿って褐色を呈する

N12°E/60°NW
節理に沿って褐色を呈する
開口部に褐色の流入粘土を
厚さ0.5～2cmで伴う
条線，鏡肌なし

N70°W/74°NE
条線，鏡肌なし

N78°W/72°SW
N4°W/28°SW
節理に沿って褐色を呈する
条線，鏡肌なし

N80°E/76°NW
節理に沿って褐色を呈する
開口部に赤褐灰色の流入粘土を伴う

N30°W/46°NE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N68°W/70°NE
節理に沿って褐色を呈する
条線，鏡肌なし

安山岩（均質）
褐～黄褐色を呈する

N30°E/28°SE
節理に沿って褐色を呈する
開口部に赤褐灰色の流入粘土を厚さ
1～2cmで伴う

N58°W/62°NE
節理に沿って厚さ20cmで角礫状を呈する
条線，鏡肌なし

N58°E/26°SE
不規則に波曲する節理に沿って褐色を呈する
開口部に赤褐灰色の流入粘土を厚さ1～2cmで伴う

断層③
N56°E/75°SE
湾曲する節理に沿って，厚さ0～15cmのレンズ状に角礫化する
角礫は径1～10㎝で，礫を縁取るように白色に変質する
条線，鏡肌なし

断層②
N33°E/67°SE
節理に沿って，厚さ0～20cmのレンズ状に角礫化する
角礫は径1～10㎝で，礫を縁取るように白色に変質する
条線，鏡肌なし

断層①
N53°E/72°SE
湾曲する節理に沿って，厚さ10～25cm
のレンズ状に角礫化する
角礫は径1～10㎝で，一部の礫を縁取る
ように白色に変質する
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
変質しており，黄褐～灰白色を呈し，
灰～褐色の礫状部を含む
一部の礫状部を縁取るように白色
に変質する

赤褐灰色流入粘土
厚さ1～8cmで網目状に分布する

コメントNo.41の回答

○ルートマップGにおいて表土はぎ調査を実施した結果，別所岳安山岩類の安山岩（均質），安山岩（角礫質），火山礫凝灰岩が分布し，断層が5箇所（本頁，次頁）で認められる。

○これらの断層は，いずれも走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

第2回現地調査における「ルートマップにおいて，
岩相分布や破砕部等に関する地質学的記載を
充実させること」との指摘を踏まえて，ルートマッ
プGの再観察を行い，断層や節理，岩相区分等
に関する地質学的記載を充実させた。

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(10)

紫字：第1064回審査会合以降の追記箇所

表土はぎ調査 位置図

100m0

（ルートマップF）

（ルートマップG）
右記ルートマップ範囲

第1064回審査会合 資料1
P.128 一部修正

：別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

：土壌
：盛土，崩土

：別所岳安山岩類 安山岩（均質）



表土はぎ調査結果（ルートマップG（北東部））

：別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

：別所岳安山岩類 火山礫凝灰岩

凡例

：節理
：断層

：岩相境界

：土壌
：盛土，崩土

：別所岳安山岩類 安山岩（均質）

：砕屑岩脈

：変質岩

安山岩（角礫質）
赤褐色を呈し，径3～30㎝の礫状部を含む
不規則な節理に沿って，灰色の凝灰岩が
脈状に分布する

N74°W/90°
N72°W/90°
節理に沿って灰白色を呈する
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
赤褐色～暗灰色を呈する
径5～20㎝赤褐色安山岩の礫状部を含む

安山岩（均質）
軟質で風化変質が進み全般に黄褐色を呈する

安山岩（均質）
褐～褐灰色を呈する
風化によって軟質化するが
一部で岩芯が残る

安山岩（均質）
硬質

火山礫凝灰岩
変質しており，黄褐色の凝灰岩基質に径5～40㎝
の安山岩亜角～亜円礫を含む
基質部の割合が高い

安山岩（均質）
灰～褐灰色を呈し，不規則な
節理に沿って白色を呈する

安山岩（均質）
灰～暗灰色を呈し，不規則な
節理に沿って白色を呈する

20m0

N10°W/76°NE
厚さ40～50cmの砕屑岩脈
黄灰色の凝灰岩基質中に径1～5cmの赤褐
色安山岩，灰色凝灰岩亜角礫を含む

N8°W/86°NE
厚さ5～20cmで膨縮する砕屑岩脈
灰色の凝灰岩基質中に径0.5～2cmの赤褐色
安山岩亜角礫を含む

N10°E/84°NW
節理に沿って灰白色を呈する
条線，鏡肌なし

N80°W/84°NE
N14°E/76°SE
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

【表土はぎ調査（ルートマップG）2/2】福浦断層（南端）

164

N12°E/78°NW
厚さ30～40cmで膨縮する砕屑岩脈
灰色の凝灰岩基質中に径3～15cmの赤褐色
安山岩亜角礫を含む

安山岩（角礫質）
やや変質しており基質部は黄灰色を呈する
径3～50㎝の赤褐色安山岩の礫状部を含
み，その最大径は100㎝に達する

N20～30°W/70～80°SW
板状節理

N44°W/52°NE
N72°W/64°SW
条線，鏡肌なし

断層④
N79°W/75°SW
厚さ20～30cmの破砕部で灰～褐灰色
のシルトの基質部と径5～20㎝の安山
岩角礫からなる

N78°W/84°NE
開口した細かく凹凸する節理に厚さ0.5～1cm
の褐灰色の粘土が流入する
条線，鏡肌なし

安山岩（角礫質）
変質しており，灰白～黄褐色を呈する
一部で灰色や褐色を呈する礫状部が残存する

N20～40°E/70～80°NW
板状節理

N58°W/68°NE
N52°W/72°NE
N86°E/84°NW
節理に沿って白色を呈する
条線，鏡肌なし

N64°W/42°NE
火山礫凝灰岩と変質岩との境界
に沿って褐鉄鉱が沈着する

N14°W/34°SW
火山礫凝灰岩と変質岩との境界
に沿って褐鉄鉱が沈着する

火山礫凝灰岩
変質しており，白～褐色の凝灰岩基質
に径3～30㎝の安山岩亜角～亜円礫
を含む

変質岩
灰～赤褐色を呈する
礫状構造は残存しない

N22°E/84SE°
N2°W/84°NE
節理に沿って黒色鉱物が沈着し，周囲より硬質
条線，鏡肌なし

コメントNo.41の回答

・ルートマップGにおいて，表土はぎ調査を実施した結果，
福浦断層に対応する断層は認められない。

・表土はぎ調査全線の写真は補足資料2.2-1(10)

表土はぎ調査 位置図

100m0

（ルートマップF）

（ルートマップG）

右記ルートマップ範囲

第1064回審査会合 資料1
P.128 一部修正

断層⑤
N60°E/79°SE
厚さ30～40cmの破砕部で灰～褐灰色
のシルトの基質部と径5～20㎝の安山
岩角礫からなる



【ルートマップGで認められた断層①の詳細観察結果】福浦断層（南端）

165

コメントNo.41の回答

ルートマップG（南西部）位置図

下拡大写真範囲

露頭写真

露頭スケッチ

断層①確認箇所
（右露頭写真位置）

○ルートマップGにおいて，走向・傾斜がN53°E/72°SEの断層①が認められる。

○断層①は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

断層①

走向

拡大写真（左：加筆なし，右：解釈線加筆）



【ルートマップGで認められた断層②，③の詳細観察結果】福浦断層（南端）
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コメントNo.41の回答

ルートマップG（南西部）位置図

断層②，③確認箇所
（右露頭写真位置）

露頭写真

露頭スケッチ

下拡大写真範囲

断層②
断層③

○ルートマップGにおいて，走向・傾斜がN33°E/67°SEの断層②とN56°E/75°SEの断層③が認められる。

○断層②，③は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

走向

拡大写真（上：加筆なし，下：解釈線加筆）



【ルートマップGで認められた断層④の詳細観察結果】福浦断層（南端）
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コメントNo.41の回答

ルートマップG（北東部）位置図

下拡大写真範囲

露頭スケッチ

○ルートマップGにおいて，走向・傾斜がN79°W/75°SWの断層④が認められる。

○断層④は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

断層④確認箇所
（右露頭写真位置）

断層④
断層⑤露頭写真

走向

拡大写真（左：加筆なし，右：解釈線加筆）



【ルートマップGで認められた断層⑤の詳細観察結果】福浦断層（南端）
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コメントNo.41の回答

下拡大写真範囲

露頭写真

露頭スケッチ

○ルートマップGにおいて，走向・傾斜がN60°E/79°SEの断層⑤が認められる。

○断層⑤は，走向・傾斜が福浦断層（NS/70°W）と異なることから，福浦断層に対応する断層ではないと判断した。

断層④
断層⑤

ルートマップG（北東部）位置図

断層⑤確認箇所
（右露頭写真位置）

拡大写真（左：加筆なし，右：解釈線加筆）



東側ボーリング断面図（②測線）

西側ボーリング断面図（①測線）

39m

38m

37m

36m

35m

40m

39m

38m

37m

36m

35m

34m

33m

5m0

5m0

a 
b c

d f g h

i j k l

：盛土，崩土
：河床堆積物
：土壌

柱状図 凡例

：別所岳安山岩類 安山岩

← W E→

← W E→

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

表土はぎによる
確認箇所

ボーリング調査 位置図

40

0 20m

EL

EL

e

・群列ボーリング（①測線・②測線）の結果，岩盤上面はEL36～37m付近で，ほぼ水平である。

：盛土，崩土

：岩盤上面

：別所岳安山岩類 安山岩

：土壌

：河床堆積物

断面図 凡例

・ボーリングのコア写真，柱状図は補足資料2.2-1(10)

【群列ボーリング調査】福浦断層（南端）

東側ボーリング

i j k l

西側ボーリング

a h
cb

ed gf

FD-1（次頁）

FD-2（次々頁）

：表土はぎ調査による確認箇所

：高位段丘Ⅰa面

：群列ボーリングによる確認箇所

：斜めボーリング

凡 例

第1064回審査会合 資料1
P.129 一部修正
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【福浦断層が認められないボーリング孔（FD-1孔）】

コア写真（深度0～39ｍ）

FD-1孔（孔口標高38.94ｍ，掘進長39ｍ，傾斜45°）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

201

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

21

21

22

23

22

23

24

深度（ｍ） 深度（ｍ）

24 25

・福浦断層に対応する破砕部は認められない。

15

16

17

18

19

16

17

18

19

20

25

26

26

27

27

28

28

29

29 30

30

31

31

32

32 33

33

34

34

35

35 36

36

37

37

38

38 39

深度（ｍ） 深度（ｍ）

第1064回審査会合 資料1
P.130 再掲
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【福浦断層が認められないボーリング孔（FD-2孔）】

コア写真（深度0～25ｍ）

FD-2孔（孔口標高38.41ｍ，掘進長25ｍ，傾斜45°）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

21

22

23

22

23

24

深度（ｍ） 深度（ｍ）

24 25

・福浦断層に対応する破砕部は認められない。

深度（ｍ） 深度（ｍ）

第1064回審査会合 資料1
P.131 再掲
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【福浦断層が認められないボーリング孔（FD-7孔）】

コア写真（深度0～60ｍ）

FD-7孔（孔口標高39.03ｍ，掘進長60ｍ，傾斜45°）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

21

22

23

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

22

23

24

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

深度（ｍ） 深度（ｍ） 深度（ｍ） 深度（ｍ）

24

25

26

25

26

27

39

40

41

40

41

42

42

43

44

43

44

45

45

46

47

46

47

48

48

49

49

50

54

55

56

57

58

59

55

56

57

58

59

60

深度（ｍ） 深度（ｍ）

50 51

51

52

53

52

53

54

・福浦断層に対応する破砕部は認められない。

①深度21.40～21.56ｍに厚さ15ｃｍの破砕部。
（N52°E/64°NW）

・・・福浦断層と走向・傾斜が対応しない。また，ルート
マップFに対応する破砕部は認められない。

②深度38.22～38.24ｍに厚さ3ｃｍの破砕部。
（N83°E/29°NW）

・・・福浦断層と走向・傾斜が対応しない。また，隣接孔
（FD-4）の想定延長位置（深度35.2m付近） に連続し
ない。

③深度41.02～41.39ｍに厚さ30ｃｍの破砕部。
（N50°E/77°NW）

・・・福浦断層と走向・傾斜が対応しない。また，ルート
マップFに対応する破砕部は認められない。

①

②

③

第1064回審査会合 資料1
P.132 再掲
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【福浦断層が認められないボーリング孔（FD-4孔）】

コア写真（深度0～50ｍ）

FD-4孔（孔口標高38.91ｍ，掘進長50ｍ，傾斜45°）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

21

21

22

23

22

23

24

深度（ｍ） 深度（ｍ）

24 25

・福浦断層に対応する破砕部は認められない。

15

16

17

18

19

16

17

18

19

20

25

26

26

27

27

28

28

29

29 30

30

31

31

32

32 33

33

34

34

35

35 36

36

37

37

38

38 39

39

40

40

41

41 42

42

43

43

44

44 45

45

46

46

47

47 48

48

49

49

50

深度（ｍ） 深度（ｍ）

第1064回審査会合 資料1
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【福浦断層が認められないボーリング孔（FD-5孔）】

コア写真（深度0～50ｍ）

FD-5孔（孔口標高37.18ｍ，掘進長50ｍ，傾斜45°）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

21

21

22

23

22

23

24

深度（ｍ） 深度（ｍ）

24 25

・福浦断層に対応する破砕部は認められない。

15

16

17

18

19

16

17

18

19

20

25

26

26

27

27

28

28

29

29 30

30

31

31

32

32 33

33

34

34

35

35 36

36

37

37

38

38 39

39

40

40

41

41 42

42

43

43

44

44 45

45

46

46

47

47 48

48

49

49

50

深度（ｍ） 深度（ｍ）

①深度37.50～37.61ｍに厚さ6.5～7.0ｃｍの破砕部。
（N44°E/68°NW）

・・・隣接孔（FD-4孔）の想定延長位置（深度25.8m付近）に
連続しない（前頁）。

①

第1064回審査会合 資料1
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〇福浦断層の南方延長に分布する中位段丘Ⅰ面の段丘面内縁標高はEL22～28m付近，旧汀線高度はEL21～25m付近で，ほぼ同じ高度で連続する。

【中位段丘Ⅰ面旧汀線高度】福浦断層（南端）

第1064回審査会合 資料1
P.135 一部修正

24.0m 21.8m

28.0m 24.7m

28.0m 23.2m

位置図

高度確認箇所
緑字：段丘面内縁標高
赤字：旧汀線高度

1 1’22.0m 21.2m.

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

24.0m 22.5m

25.0m
24.1m

23.0m 22.3m

・各地点の柱状図等は補足資料2.2-2 （2）

凡 例

4 4’

5 5’

7 7’

6 6’

1 1’

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。

＊地形は北陸電力撮影（1985）の空中写真を基に作成。

2 2’

3

（投影）

3’

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。
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〇福浦断層の南方延長に分布する高位段丘Ⅰa面の段丘面内縁標高はEL40～43m付近，旧汀線高度はEL37～43m付近で，ほぼ同じ高度で連続する。

【高位段丘Ⅰa面旧汀線高度】福浦断層（南端）

第1064回審査会合 資料1
P.136 一部修正
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40.0m
37.5m

43.0m
42.7m

41.0m
37.7m

42.0m
40.0m

位置図

高度確認箇所
緑字：段丘面内縁標高
赤字：旧汀線高度

1 1’

5’

5

2’

2
3’

3

6’

6

43.0m
40.5m

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

4’

4
39.0m
37.7m

・各地点の柱状図等は補足資料2.2-2 （2）

3 3’ 6 6’

5 5’

1 1’

2 2’

＊地形は北陸電力撮影（1985）の空中写真を基に作成。

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。

＊地形は航空レーザ計測データを基に作成。

4 4’

凡 例

※

※岩盤上面の高さは，福浦断層南方のルートマップF（補足資料2.2-1(10) ）の表土はぎ調査により確認した岩盤上面の高さを投影したものである。



【福浦断層南方延長 反射法地震探査（E,F測線） _測線図】

位置図

反射法地震探査測線

1
0
0

重合測線（ＣＭＰ）

受振測線

測線長
約1.7km(E測線)
約1.0km（F測線）

震源
広帯域バイブレータ1台
(スイープ数5回，スイープ周波数8
～200Hz，スイープ長15s)

発振点間隔 3.125m

受振器
上下動速度計(SG-5，固有周波数
5Hz，1個組)

受振点間隔 3.125m
記録系 有線型記録システム(Sercel 428)
サンプリング間隔 0.5ms
記録長 2s
解析CMP間隔 1.5625m

反射法地震探査 仕様

○福浦断層の南方延長において，反射法地震探査を行った。

○その結果，福浦断層に対応する断層は認められない（次頁以降）。

福

浦

断

層

・各測線における深度200m付近の垂直分解能は，
反射波の卓越周波数に基づき，E測線で23m程度，
F測線で22m程度

第1064回審査会合 資料1
P.137 一部修正
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【時間断面（E,F測線）（マイグレーション前）】

反射法地震探査結果（時間断面 マイグレーション前）

F測線 E測線

E測線 F測線
福浦断層
延長部

←南西 北東→←北西 南東→

往
復

走
時

（s
）

往
復

走
時

（s
）

CMP Ｎｏ. CMP Ｎｏ.
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【時間断面（E,F測線）（マイグレーション後）】

反射法地震探査結果（時間断面 マイグレーション後）

福浦断層
延長部

往
復

走
時

（
s）

往
復

走
時

（s
）

CMP Ｎｏ.
←北西 南東→ ←南西 北東→

CMP Ｎｏ.

F測線 E測線

E測線 F測線
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【反射法地震探査（E,F測線）_深度断面】

反射法地震探査結果（深度断面）

福浦断層
延長部

○福浦断層の延長部において，福浦断層を示すような反射面の系統的な乱れや不連続は認められない。
深

度
（
m

）

CMP Ｎｏ.
←北西 南東→

CMP Ｎｏ.

←南西 北東→

深
度

（m
）

E測線 F測線

F測線 E測線

第1064回審査会合 資料1
P.140 再掲

180


